
省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 
技 術 要 素 

該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（ビルジ陸揚量低減による工数、費用削減          ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
ビルコン－Ｘ（ビルジ濃縮装置） 

製造会社名 ボルカノ株式会社 電話番号 06-6392-5541 
機器・システムの概要 
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ビルジ濃縮装置「ビルコン－Ｘ」は、船舶機関室内の低温廃

熱を熱源として利用し、ビルジ（「Oily Bilge Water」）に含ま

れる水分を常温、常圧下で高効率に蒸発させ、大気に放出す

ることで洋上への排出をなくす（完全クローズドシステム）、

環境負荷低減効果を狙った、省エネルギー、省力化機器です。

【熱源＝３つの低温廃熱を利用可能】 
①�  エンジン冷却清水（装置入口 80℃） 
②�  蒸気（装置入口 0.49Mpa 飽和蒸気） 
③�  熱媒油（装置入口 140℃） 

【作動原理（メカニズム）】 
① 蒸発装置に送られたビルジ（「Oily Bilge Water」）が装

置内の加熱管を膜状に流れ落ちる間に温度上昇した空

気と接触し低温で増湿蒸発する（低温増湿蒸発） 

② 増湿した空気は装置下部からの送風により煙道を通じ

大気に放出される 
③ 水分が除去された濃縮ビルジ（ほぼ油分 100%）はビル

ジ槽に蓄積され、陸揚げまたは他の船内廃油/固形物と

ともに焼却 
【処理能力】IREV-1000(T/S/W)型 1000kg/日、 

IREV-2000(T/S/W)型 2000kg/日 
IREV-3000(T/S/W)型 3000kg/日 

省エネ／省力化原理の説明、効果 

【省エネ】 
 ・低温廃熱の有効利用（３つの低温廃熱、エンジン冷却清水、蒸気、熱媒油を熱源として利用） 
 ・油水分離器の稼働軽減を図り、設備負荷※1を軽減 
    ※1ビルコン－Ｘ搭載の客船には、油水分離器の性能の緩和が認められています 
          （平成 25 年 8 月 28 日国土交通省海事局検査測度課発行文書 

『ビルジ濃縮装置「ビルコン－Ｘ」を搭載した船舶における油水分離装置の処理能力の 

緩和措置について』） 

 ・洋上への排出を一切なくすことで環境負荷を低減（完全クローズドシステム） 
【省力化】 
 ・ビルジ（「Oily Bilge Water」）をそのまま陸揚げ処理している場合には、陸揚げ量低減により、 

陸揚げにかかる工数、処理費用を削減可能※2 
  ※2 例： 月間 50m3のビルジが発生するケースで、ビルジの水分含有率 90％と仮定すると 

同装置により水分ほぼ全量を蒸発させられるため、月間 45m3の削減が可能 
        ⇒陸揚げ費用 2 千円/m3との仮定で、90 千円/月、1,080 千円/年の費用低減効果 

 ・自動運転で人手がかからず、装置本体に稼働部分がなく、定期交換部品を最小限にした設計でメンテナンスが容易
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 

舶用焼却炉用 新素材耐火材 

製造会社名 株式会社サンフレム 電話番号 0774-41-3310 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

 
 

 

 

 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

 

 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 

● 焼却炉の耐火材補修について、 

今までの常識を覆す 4 つの削減 

1. 作業労力の削減 

特殊な耐火パネルを使用しており、パネルを交換

していくことで補修が可能 

従来のセメント状の耐火材に比べ、施工が格段に

簡単 

2. 作業時間の削減 

パネル交換にかかる時間は、1 枚あたり約 10 分 

3. 材料運送コストの削減 

材料が軽量の為（1 枚 800g）運送コストが低い 

4. 再補修コストの削減 

補修作業者の技量による施工品質のバラつきが

起こり得ない為、船員の方による作業で、メーカ

が施工するレベルの品質を実現 

 断熱材とパネルの二重構造 

 特殊ボルトとナットで取付 

 各部品は耐火性・耐熱性に優れた特殊

品を使用 
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